
 

奈良地方最低賃金審議会 

奈良県最低賃金専門部会 

第２回 議事要旨 

 

開 催 日 時         
令和５年８月１日（火曜日） 

午後３時２分 ～午後４時１６分 

出 席 状 況         

 公 益 を 代 表 す る 委 員           出席 3名 定数  3名 

 労働者を代表する委員           出席 3名 定数  3名 

 使用者を代表する委員 出席 3名 定数  3名 

主 要 議 題         １ 奈良県最低賃金の審議（金額審議）について 

 議 事 要 旨          

 公益委員と労働者委員、公益委員と使用者委員の個別協議を行い、労使 

各側の考え方について議論された。 

  労働者 側委員 からは 、地域間 格差を「 率だけで はなく金 額も 」

縮小することが大きな課題であり重要であること、県外就業率が

高く、京都、兵庫など周辺の府県が時間額１，０００円を超える

状況となっていることから、人材確保の観点からも目安４０円を

ベースに上積みを求める、との主張があった。  

使用者側委員からは、目安金額自体は予想し得たものの、中小

企業の経営環境は非常に厳しいこと、価格転嫁できずに苦労して

いる企業、人件費の大幅な引き上げが経営を圧迫するため賃上げ

を して いな い企 業が ある こと 、 Bラン クの 道府 県が 増加 した 中で

奈 良県 の実 態は （ Bラ ン ク中 の） 下位 に位 置す ると み る のが 妥当

であることから、物価ありき、生計費ありきの上昇率４．３％で

は な く 、 目 安 マ イ ナ ス が あ る べ き 姿 で あ る 、 な ど の 主 張 が あ っ

た。  

 ● 次回（第３回）専門部会は、８月３日（木）午後１時３０分から  

  開 催することとなった。  

 

 


